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ⅠⅠ 

・日本では近年の 薬剤費抑制策の 結果，薬価差は 大幅に減少し 薬剤比率も 
大きく低下したが ，医薬品市場の 先進国中における 相対的なポジションは 

著しく低下した。 

・国内市場が 伸びない 中 ，製薬企業はコストを 圧縮しながらも ， R&D 投資を 

拡大している。 

・その結果，有力な 新薬を得てグローバルに 事業を展開している 企業は利 
益を拡大している 状況にあ る。 

  しかし医薬品の 研究開発はそもそもリスキ 一であ り，その期間の 長期化と 
コストの増大傾向は 更に強まりつつあ る。 

・産業としてのさらなる 国際競争力強化のためには ，研究開発を 阻害せず， 
画期的な新薬創製を 促し，その薬価上の 評価を充実することが 必要であ る   

・国内市場が 既に横ばいになっているところに ，更にそれをマイナスにする 
ような抑制策は 受け入れられない。 
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業 が考える現行薬価 基準制度の課題 
I 連 

1. 現行の原価計算方式では 個々の新薬の 価値が反映できないので ， 

特に適切な類似 薬 のな い 革新的新薬の 薬価算定においては ，その 
価値を反映させるための 仕組みの導入が 必要 

( 「現行の薬価基準制度について」 7P) 

2. 有用性系加算における 加算要件の更なる 緩和と加算率の 見直し 

( 「現行の薬価基準制度について」 4P,5P) 

3. 小児用製剤，小児用量の 追加促進に向けた ，薬価算定ルール 上の 

手当て 

( 「現行の薬価基準制度について」 4P,5P)   
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Ⅰ 丈技 古リ 。Ⅰ + ヰ人 句 プ 求 基准 の [I  Ⅰ Ⅰ   
1. 特許期間中は 実勢価格に基づいて 引き下げるにも 杓 わらず，特許 期   

引き下げの問題 

( 「現行の薬価基準制度について」 3p) 

2. 「売れれば下げる」という 市場拡大百算定の 廃止 

( 「現行の薬価基準制度について」 3P) 

  




